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      平成 18 年 12 月 10 日

12 月の予定
委員会           12 月 10 日
ヨゼフ会        12 月 17 日
大掃除         12 月 23 日
主の降誕夜のミサ  12 月 24 日 19 時

広報  なかわだ

第 ３２９ 号

06
年
11
月 

委
員
会
後
記 

下
村
委
員
長

委
員
会
だ
よ
り

クリスマスおめでとうございます

助任司祭   渡 邉   裕 成

この広報がみなさんに届くのは待降節の最中、教会ではクリマスの挨拶は、まだ少し早いのかもしれません。
でも、待降節に入ると、みんなクリスマス・カードをやりとりし、クリスマスの挨拶を送るのだし、私は今年
のクリスマスは中和田の皆さんと一緒に迎えることができないので、皆さんへのクリスマス・カードのような
つもりでこれを書くことにします。クリスマスにあたって、何かこころ温まる話がないかなと思い巡らしていて、
思い出したのが、山梨地区にいた頃、山城教会のスブリリオ神父さんから聞いた話です。

スブリリオ神父さんは、ミラノ宣教会の宣教師で、もう山城教会に赴任してから 40 年程になると思います。
山城教会は山梨県で一番古い教会で、教会ができてから 120 年くらいになります。山梨地区には、ミラノ宣教
会が入る前には、パリ宣教会が入っていて、ミラノ宣教会が山梨地区に入ったときには、宣教の拠点は既に、
山城教会から、駅近くの甲府教会に移っていたそうです。ミラノ宣教会でも、初めはそこに宣教師を送るつも
りではなく、4 人の司祭が甲府で一緒に生活していました。ところが、あるとき荒井司教さんが甲府教会に立ち
寄って、司祭たちと話をしている中でこんなことを言われました。「どうして、山城教会に司祭を送らないのか。
司祭はひとりの人の魂の救いのために働くことが出来たら、それで充分ではないか。」そこで、スブリリオ神父
さんが山城教会へ行くことになったそうです。

スブリリオ神父さんが山城教会へ行く前には、そこでは主日のミサはなく、人々は主日にミサのために集う
習慣がなかったそうです。それに人々は貧しく、日曜日にも、市場へ野菜を持って行くなど、働かなければやっ
て行けず、ミサにはあまり来ませんでした。私がスブリリオ神父さんを訪問すると、神父さんは、そんなミサ
にはあまり来ないが、しかし素朴で善良な信徒たちの話をよくしてくれました。その中のひとつのお話です。

山城教会のひとりの娘さんが、山梨の田舎でキリスト教のことなど口にもできないようなところに、嫁いで
行ました。その方が、あるとき結婚以来 50 年ぶりに教会に訪ねてきました。もう 50 歳くらいになっているそ
の方の娘さんも一緒でした。ご主人が亡くなって、少し自由がきくようになって、娘さんに教会に連れてきて
もらったということでした。

しばらくお話した後、「一緒に祈りましょう」と、祈祷書を渡すと、「いりません。全部頭に入っています」
と。そこで、スブリリオ神父さんが先導して、主の祈り、めでたし、栄唱と祈ると、その方の口からも主の祈り、
めでたし、栄唱が。さらに、公教会祈祷書に従って、使徒信経、信徳唱、望徳唱、愛徳唱と唱えると、その方
の口からも同じように、50 年間教会から離れていても、すらすらと使徒信経、信徳唱、望徳唱、愛徳唱が。でも、
もっと驚いたのは、その方の娘さんの口からも、同じようにすらすらと祈りが出てきたことでした。

その後しばらくして、今度はその方ご自身が病に倒れ、もう最後ということで、教会に一緒に来たその方の
娘さんがスブリリオ神父さんを迎えに来ました。病床のその方のところへ行ってみると、6 人の子どもたちに囲
まれていました。神父さんを迎えに来た娘さんは末の娘のようでした。そこで、神父さんが主の祈りを唱えると、
みんなも一緒に主の祈りを唱え、めでたし、栄唱と唱えると、また同じように一緒に唱えました。それなら試
しにと、神父さんが使徒信経、信徳唱、望徳唱、愛徳唱と唱えると、みなの口からも使徒信経、信徳唱、望徳唱、
愛徳唱が。そこで、神父さんは不思議に思い、みんなはどのように祈りを覚えたのかと聞きました。

お母さんは、昼間は家では、キリスト教のキの字も口にすることができませんでした。お母さんは夜ねるとき、
ひとりひとり代わる代わる子どもたちを、ふとんの中に呼んで、一緒に祈り、祈りを教えました。誰かが昼間
悪さをすると、「今日はあなたの番だけど、今日あなたは悪い子だったからだめ」と。そんな具合に、お母さん
から子どもたちに祈りが伝えられました。

夜毎にふとんの中で、母と子が一緒に祈っている姿を思うと、こころ温まります。幼子イエスさまとマリア
さま、ヨセフさまだけの最初のクリスマスの夜の静けさの中の温もりと、何か重なり合います。
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11
月
12
日(

日)  

9
名
出
席 ＞

■ 

連
絡
事
項

：

(1) 

行
事
計
画

：

■  

連
絡
事
項

：

行
事
計
画


 

11
/
26(

日)

、
12
/
3(

日):  

初
聖
体


 

12
/
23(

土): 

大
掃
除


 

12
/
24(

日): 

9
時
～
待
降
節
第
四
主
日
ミ
サ


 

12
/
24(

日): 

19
時
～
主
の
降
誕
前
晩
ミ
サ


 

12
/
25(

月): 

10
時
～
主
の
降
誕
日
中
ミ
サ

■  

審
議
事
項

(1) 

中
和
田
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
委
員
会
運
営

規
定
の
見
直
し

改
定
内
容
は
、「
10
月
委
員
会
だ
よ
り
」

審
議
事
項(

2)

お
よ
び
「
11
月
委
員
会

後
記
」
を
参
照
く
だ
さ
い
。
運
営
に
あ

た
っ
て
更
に
、
07
年
信
徒
大
会
で
ご
説

明
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

(2) 

２
０
０
７
年
度
教
会
委
員
公
募
に
つ
い
て

：


 

委
員
長
・
副
委
員
長
は
公
募
、
委
員
は

グ
ル
ー
プ
推
薦


 

公
募
開
始
は
11
/
19

■  

各
グ
ル
ー
プ
連
絡
・
報
告
事
項

a. 

典
礼
G
・（
布
教
G
）

：


 

11
月
典
礼
委
員
会
の
報
告(

別
紙
有
り)

b. 

行
事
G

： 


 

バ
ザ
ー
報
告: 

収
益: 583,179

円(

残
品

売
上
げ
継
続
中
で
若
干
の
追
加
を
想
定)

。

50
万
円
を
建
設
会
計
に
残
り
を
信
徒
会
計

に
入
れ
る
。

c. 

広
報
G

： 

掲
示
板
の
使
い
方
検
討
中

d. 

要
理
G

：


 

11
/
12 

藤
沢
教
会
と
福
生
病
院
訪
問


 

11
/
19 

大
船
教
会 

共
同
司
牧
に
参
加


 

11
/
20 

母
の
会


 

11
/
23 

ザ
ビ
エ
ル
祭
参
加


 

12
/
24 

ク
リ
ス
マ
ス
に
て
寸
劇

e. 

財
務
G

： 


 

10
月
度
迄
の
会
計
状
況
と
予
想
の
報
告


 

一
般
会
計: 

月
定
献
金
が
累
計
76%

と
不

足
気
味
だ
が
、
全
体
で
は
ほ
ぼ
予
算
達
成

見
込
み
。
次
期
繰
越
金
約300

万
円
程
度
。


 

建
設
会
計: 

来
年
度
は
聖
堂
の
内
装
は
じ

め
大
型
修
繕
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

工
事
は
長
期
化
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
今

年
度(

2
0
0
万
円
計
上)

と
来
年
度(

残

り
工
事
費)

に
分
け
て
進
め
た
い
。
工
事

の
詳
細
は
12
月
10
日
営
繕
グ
ル
ー
プ
会
議

に
て
検
討
予
定
。


 

愛
の
献
金
会
計: 

ほ
ぼ
予
定
通
り
。


 

次
年
度
予
算
へ
の
各
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
要

望
と
し
て
、
典
礼
か
ら
香
部
屋
備
品
他
で

13
万
円
追
加
要
望
。
要
理
、
行
事
、
広
報

は
今
年
度
並
み
。

f. 

事
務
G

： 

(a) 

聖
体
奉
仕
者
の
募
集(

広
報
7
月
号

委
員
会
後
記
参
照)

募
集
時
期
、
公
募
時
期
は
典
礼
G
に
て

(b) 

今
年
度
審
議
事
項
の
フ
ォ
ロ
ー


 

マ
リ
ア
会
よ
り
引
き
継
ぎ
の
寄
付
は
来

年
度
別
途
決
定


 

案
内
係: 

復
活
祭
、
降
誕
祭
で
は
多
数

必
要
。
各
委
員
が
名
札
を
付
け
て
対
応
。

来
年
度
は
事
務
G
の
中
で
数
人
の
案
内

係
を
設
置
。


 

財
務
G
主
導
で
月
定
献
金
検
討
を
推
進

す
る
。

■  

そ
の
他
連
絡
事
項
・
協
議

：

(1) 

女
史
パ
ウ
ロ
会
よ
り
の
ク
リ
ス
マ

ス
グ
ッ
ズ
販
売
の
要
望
に
つ
い
て
は

12
/
3(

日)

実
施

(2) 

藤
沢
教
会
の
セ
ン
タ
ー
化
へ
の
意
見
・
要
望
。

2
月
末
ま
で
に
回
答
要
。
次
回
検
討
。

(3) 

ク
リ
ス
マ
ス
の
パ
ー
テ
ィ
ー (

今
年
は
ミ
サ

が
7
時
か
ら)   

今
年
も
従
来
通
り
簡
素
に
。

子
供
達
が
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
準
備
。

今
月
の
委
員
会
後
記
は
、「
中
和
田
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
委
員
会
運
営
規
定
改
定
」
と

「
教
会
委
員
公
募
方
法
の
変
更
」
に
つ
い

て
記
し
ま
す
。

1. 

中
和
田
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
委
員
会
運
営

規
定
改
定

　

現
在
の
「
教
会
委
員
会
運
営
規
定
」
は

05
年
12
月
委
員
会
に
て
改
定
し
、
06
年
信

徒
大
会
で
ご
説
明
し
ま
し
た
が
、
更
に
中

和
田
教
会
の
実
態
に
即
し
た
も
の
と
す

る
た
め
、
06
年
度
は
9
月
・
10
月
・
11
月

(

12
日) 

の
委
員
会
で
審
議
を
重
ね
見
直

し
、
新
規
定
を
「
11
月
委
員
会
た
よ
り
」

に
添
付
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
考

え
方
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

(1) 

お
も
な
改
定
点
は

「
教
会(

小
教
区)

は
、
何
を
重
点
に
す
べ

き
か
」
と
の
疑
問
に
対
し
て
、
教
区
か
ら

は
「
典
礼
・
宣
教
・
福
祉
を
主
体
に
し
て

い
る
」
と
、
研
修
等
で
指
導
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
内
容
を
重
視
し
な
が
ら

　

一
つ
目
に
は
、
中
和
田
で
は
従
来
「
布

教
委
員(

宗
教
を
広
め
る
こ
と)

」
と
し
て

い
ま
し
た
が
、
宣
教
司
牧
の
考
え
方
か
ら

「
宣
教
委
員(

神
の
教
え
を
の
べ
伝
え
る
こ

と)

」
に
改
め
、
教
育(

要
理
グ
ル
ー
プ)

も
含
め
て
、
第
五
地
区
等
、
他
教
会
と
の

交
流
に
よ
る
活
動
を
活
発
化
す
る
た
め
、

宣
教
委
員
グ
ル
ー
プ(

・
要
理
グ
ル
ー
プ
・

宣
教
グ
ル
ー
プ)

内
で
相
互
に
協
力
し
合

え
る
も
の
に
し
ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
、
地
域
の
福
祉
活
動(

既
に

第
五
地
区
で
は
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す)

に
も
、
積
極
的
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
「
福
祉
委
員
」
を
新
設
い
た
し
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、
委
員
長
を
補
佐
す
る
「
事
務

グ
ル
ー
プ
」
を
設
置
し
、
事
務
の
仕
事
を
信

徒
の
方
々
が
理
解
し
、
助
け
合
い
な
が
ら
的

確
に
処
理
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

具
体
的
に
は:

信
徒
台
帳
管
理
・
委
員
会

議
事
録
・
そ
の
他
・
郵
便
物
管
理
等
事
務

を
充
実
し
ま
す
。

こ
の
改
定
か
ら
委
員
の
構
成
は

現
在
の
、
委
員
長
・
副
委
員
長
・
典
礼
委
員
・

行
事
委
員
・
広
報
委
員
・
財
務
委
員
・
要

理
委
員
・
書
記
委
員
の
体
制
か
ら
、
宣
教

委
員
・
福
祉
委
員
が
新
設
さ
れ
ま
す
。
宣

教
委
員
は(

宣
教
委
員
は
布
教
委
員
を
読
み

替
え)

地
区
宣
教
活
動
・
一
般
宣
教
活
動
の

他
、
従
来
要
理
委
員
が
行
っ
て
来
た
要
理

学
校
等
の
「
青
少
年
教
育
」
は
、
地
区
活

動
の
な
か
で
進
め
て
頂
く
。
そ
の
た
め
要

理
委
員
の
称
号
は
無
く
し
ま
す
が
、
グ
ル
ー

プ
の
意
向
に
よ
り
宣
教
委
員
を
複
数
化
す

る
こ
と
も
可
能
と
し
て
行
き
ま
す
。

　

ま
た
、
書
記
委
員
グ
ル
ー
プ
は
、
新
設

の
事
務
グ
ル
ー
プ
と
活
動
を
共
に
し
て
い

た
だ
き
、
グ
ル
ー
プ
の
活
性
化
を
図
っ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

2. 

教
会
委
員
の
選
出

06
年
11
月
19
日
ミ
サ
後
に
お
願
い
し
た

「
中
和
田
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
委
員
の
公
募
」

に
つ
い
て
詳
細
を
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

　

現
在
の
運
営
規
定
で
は
、(

委
員
は)
「
信

徒
の
中
か
ら
立
候
補
者
を
募
り
、
立
候
補

者
が
多
数
の
時
は
話
し
合
い
」「
立
候
補

者
が
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
委
員
会
が

推
薦
し
ま
す
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、過
去
3
年
間
は
公
募
し
て
も
「
ど

な
た
も
立
候
補
さ
れ
ま
せ
ん
」。

(1) 

今
年
度
の
公
募
方
法(

委
員
会
で
の
審

議
結
果)

a. 

「
委
員
長
と
副
委
員
長
」
は
公
募
と
し

ま
す
。(

従
来
ど
お
り)

、

b. 

各
委
員
は
グ
ル
ー
プ
活
動
が
活
発
化
し

て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
各
グ
ル
ー
プ

の
推
薦
と
す
る
」
こ
と
と
し
ま
し
た
。

a-1 

「
委
員
長
と
副
委
員
長
」
公
募
方
法
の

一
部
修
正

従
来
は
一
覧
表
に
名
前
を
記
載
し
、
立
候

補
を
表
明
し
て
頂
く
よ
う
お
願
い
し
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
一
覧
表
へ
の
記

載
は(

信
徒
間
の
和
を
尊
ぶ
た
め
か)

弊

害
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。     

今

回
は
、「
委
員
長
と
副
委
員
長
・
立
候
補

届
票(

個
人
書
き)

」
に
記
載
さ
れ
た
後
、

「
委
員
長
・
副
委
員
長
公
募
箱
」
に
入
れ

て
頂
く
方
法
に
変
更
し
て
み
ま
し
た
。

な
お
、
立
候
補
者
票
は
自
薦
の
み
と
し

て
、
他
薦
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
行
い
ま
す
の
で
、「
中
和
田

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
委
員
会
運
営
規
定
」

は
改
定
せ
ず
、「
委
員
会
決
定
事
項
」
で

運
営
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
後
、
結
果
を
見
て

良
い
方
法
な
ら
運
営

規
定
を
改
定
す
る
こ

と
を
検
討
致
し
ま
す
。



－ ３ －－ ２ －

バ ザ ー 、  お 疲 れ さ ま で し た！
行事委員　山本照子

今年のバザー担当グループのアンナさん達は、春からいろいろ準備をし
てくださり大変ご苦労様でした。また、ご協力くださった皆さまのおかけ
で、無事に終わることができました。当日は、うれしいことに心配された
雨もあがり、お天気になって暑いくらいの日になりました。飲み物も売り
きれになったようでした。

毎年同じようにはできないと思いますが、またやるときはみなさまのご協力をお願いします。なお、残
品処理が大変ですので、集め方に工夫が必要ではないかとの声もありました。

グループ代表の楠田さんから、「長い聞ご協力ありがとうごあいました」とのお礼の言葉が届いています。
バザー後、残品の売り上げが67,520円ありましたことをご報告いたします。ご協力ありがとうございました。

＜

11
月
19
日(

日)  

10
名
出
席 ＞

■ 

連
絡
／
報
告
事
項

：


 

11
/
18(

土)

夜
の
鈴
木
神
父
様
と

の
懇
話
会
に
は
15
名
の
方
々
に
出
席

頂
き
、
盛
会
裏
に
終
了
。


 

12
/
16(

土)

夜
に
、
渡
邉
神
父
様

と
高
野
神
父
様
を
囲
ん
で(

忘
年
会

を
兼
ね
て)

懇
話
会
を
開
催
す
る
。

■ 

審
議
事
項

：


 

バ
ザ
ー(

10
/
29
開
催)

の
反
省
等

* 

総
じ
て
、
昨
年
よ
り
売
上
も
増
え

て
盛
況
、
ま
ず
は
成
功
で
あ
っ
た
。

* 

バ
ザ
ー
当
日
は
若
手
も
多
く
参
画

し
て
く
れ
た
。　

出
来
れ
ば(

高
齢

化
も
進
ん
で
い
る
の
で)

前
日
の
準

備
に
も
な
る
べ
く
多
く
の
若
手
の

方
々
に
参
画
願
い
た
い
。

* 

バ
ザ
ー
開
催
日
は
、
10
月
最
終
日

曜
日
に
行
な
っ
て
来
て
い
る
が
、

他
の
行
事
と
重
な
る
場
合
が
多
い
。

　

見
直
し
て
は
ど
う
か
？　

⇒

　

バ
ザ
ー
委
員
会
に
意
見
と
し
て
提

案
す
る
。

■ 

当
番
表
確
認

■ 

そ
の
他


 

ス
リ
ッ
パ
の
件
（
確
認
事
項
）

：　

清
掃
時
の
「
ス
リ
ッ
パ
拭
き
」
の
負

担
軽
減
の
た
め
、
ま
た
ス
リ
ッ
パ
の

痛
み
が
進
ん
で
い
る
こ
と
も
あ
り
、

「（
ご
本
人
が
管
理
す
る
）
個
人
持
ち

ス
リ
ッ
パ
」
を
お
願
い
し
た
い(

広

報
の
委
員
会
後
記
参
照)

。


 

典
礼
に
関
す
る
確
認
事
項

：　

聖
書

朗
読
の
後
の
黙
想
時
間(

～
0.5
分)

な
ど
。 ヨ

ゼ
フ
会
だ
よ
り

お 知 ら せ

一粒の祈りあらたに長野まで、蕎麦に惹かれて巡る旅なり

「第 39 回・横浜教区一粒会大会に参加して」

一 粒 会 委 員   竹 内  広 治

(1) 懐かしい長野、こんにちわ

一粒会大会は、参加した多くの人たちと心を一つにして、折り、語り、耳を澄ませ、そして新たな感動
を共にして更なる一歩を誓うのです。このたびはどの様な喜びを味わうことが出来るでしょうか。長野市
での冬期オリムピック開幕に併せ開通した、長野新幹線にいつかは乗ってみたいとの念願が、この大会参
加で叶うこととなりました。年甲斐もなくルンルン気分で駅弁を選びます。9 月 18 日前夜から台風崩れの
雨模様、それでも列車は滑るようにスタート、一路長野を目指します。期待通りの乗り心地でいつの間に
やらウトウトと、ふと気が付くとここは「軽井沢」。目をこらすと辺りは濃霧で薄暗く、森も林も見分け
がつかず、なにやらゴルファーの悲鳴が聞こえるようです。
「次は長野、長野です」車内放送が流れます。心なしか窓から眺める雲の合間が明るく見えました。傘

なしで歩けるといいのですがね。

(2) 高野神父様大いにがんばる

大会担当教会の丁寧な案内のお陰で、あれこれ迷うこと無く会場に着きました。これが牛にひかれての
案内だったら、善光寺でお賽銭を投げ込む羽目になっていたかも・・・、これは冗談。早めに到着した余
裕なのですよ。そろそろ開会の時間でしょうか、かなりの人たちが吸い込まれる様に会場に入ります。履
き物はスリッパに履き替え、会場である 2 階の聖堂に案内されました。送付された大会案内には、会場は
300 席でお席に限りが御座いますとのお断りでしたが、なかなかどうして木造ながら重厚な印象を与える
立派な聖堂ですが、本日は何故か暑苦しく薄暗いのでナンデカナ ? すると突然ドンパタ、ドンパタ賑やか
な音と共に、修道衣の人、シャツ姿の人が、台風に備えていた天窓や、雨戸を大急ぎ外しに駈けていたの
です。そのお仲間の中によく似た人を見かけました。よくよく見ると何と高野神父様。汗をかきかきのお
働きご苦労様ですね。お陰様で聖堂は明るくなり、心地よい風が流れて、いよいよ開会です。

梅村司教様の講話が始まりました。教区一粒会会員はじめ、大会準備に携わった皆様へ感謝のメッセー
ジを述べられ、召命への一歩はすべて家庭からということを、良く理解して頂きたいと結ぱれました。さ
らに今年の横浜教区召命錬成会が、8/I~8/4 のあいだ不二聖心の山の家で行われたことに触れ、回を追う
たびごと少年たちの参加が多くなって来たことを喜ばれ、世話役を務められた高野神父様を会場の皆様に
紹介なさいました。続いて錬成会の毎日を高野神父様が数あるスライ
ドの中から、思い出いっぱいの傑作を選び大きく写して発表、万雷の
拍手で会場が沸きました。さて楽しく心うたれる時間はみるまに過ぎ
ます。長野北信地区指導司祭・清水神父様の「信仰と召命」と題した
講演も、参加者に感銘を伝えて終わり、司教、司祭共同司式のごミサ
を全員で捧げて勇気を戴き、感謝の心を抱いて帰路に就きました。

雨は上がりました。立ち並ぶ高層ビルのシルエットが映る長野の街
は、ほどなく日暮れ、　爽やかな風に触れながら、来年の一粒会大会
は私たち第 5 地区が担当であることを思い、この幸せな体験をどう活
用するべきか。お土産に宿題がさらに積み上がってオモイなあー。

ボランティア表彰おめでとう！
この度、中和田教会有志とその友人、知人の方々も加わっ
てのグループによって 20 年以上にわたり続けられてきた
以下のボランティア活動が、厚生労働大臣表彰および横浜
市長表彰を受けました。
長い間には、体調不良や事情で中止せざるを得ないメン
バーもいらっしゃいましたが、こうして続けられてきたの
は、この労働奉仕によって、施設を利用されている方々が
より良いサービスを受けることができるようにとの強い思
いがあったからだと思います。
これからも健康に気をつけながら、さらに続けていかれま
すようお祈りします。
厚生労働大臣表彰：「白百合ベビーホーム」ボランティア

横浜市長表彰： 「聖母の園」ボランティア（「ゆりの会」）
初聖体おめでとう！   11 月 26 日

パウロ　内田 賢次郎くん
トマス アクイナス  谷 隆志くん
マキシミリアノ マリア コルベ　三觜 良太くん

七五三のお祝い

11 月 5 日 ( 日 )  お健やかな御成長を !

初聖体おめでとう！
12 月 3 日（待降節第 1 主日）
テレジア　星川 恵理子さん

行事予定

 ① 年末大掃除
12 月 23 日 ( 土 )　午前 10 時から

 ② 待降節と降誕節の主な典礼
12/24 (日):  9 時より待降節第四主日ミサ
12/24 (日): 19 時より主の降誕夜ミサ
12/25 (月): 10 時より主の降誕ミサ

2006 年 第 39 回一粒会大会
於 カトリック長野教会

帰天・・主のもとで安らかに！

 11 月 25 日　　パウロ　岩永 一夫様


